




�—川柳の楽しさを伝えたい �—

 今も学生ですよね。大学院ではなんの研究を？

暮田 時
ときざねしんこ

実新子という川柳作家の作家論を書くことに

なっています。資料収集は済んでいるので、あとは論文に

するだけなのですが、論文の書き方があまりわからないとい

うところで止まっていて（笑）。じつは秋学期、休学することに

したんです。というのは教えるお仕事をいただくようになり、

普通に両立が難しくなって、いったん体勢を立て直そうと。
 いずれ学校を出たあと、川柳関係の仕事をしていくこと

はもう決めた？

暮田 そうですね。いただける仕事は全部したいです

し、他に本職を持って、そっちが忙しくて川柳のことができ

ないってなるのは嫌だという気持ちがあります。融通の利く

バイトをしつつ、かなと思っています。
 なんとなくでいいですが、10年後くらいのビジョンは想

像できますか？

暮田 10年後だと35歳ですね。あんまり人生のビジョン

がなくて困ってるんです。最近川柳のイベントで名古屋や

神戸に行ったりだとか、この夏はいろんなところに行って楽し

かった。だからあちこち川柳の仕事と

いう名目で行きたい。
 それは今でも実現できている（笑）。

暮田 いや、もっと47都道府県制

覇みたいな、楽しい生活を送りたいで

す（笑）。あちこち行って、川柳は楽しい

よというのをいっぱい伝えられたらいい

ですね。
 川柳を教えるにはノウハウが必

要ですよね。暮田さんの作品には、方法よ

りも感覚を信じているような印象を持ちま

す。そのあたりはどう考えているでしょうか。

暮田 それは本当に困っています。

「ゆにここ」というオンラインカルチャー

スクールで担当している川柳講座が、

今2期目なのですが。第1期の初回

は、川柳ってこんなに自由で面白い

んだよ！ みたいな話をしたら、みんな

もすごい！ となっていた。それが2回目

から実際に川柳を作ってみる段階

で、私の川柳の作り方をできるだけ

順を追って馬鹿真面目に説明したん

ですけど、みんな意味がわからなすぎ

るみたいな反応で。
───直感だから。

暮田 そう。やっぱり教えるために

は技法を名づけないといけないと思うんです。俳句の「一物

仕立て」と「二物衝突」とか「切れ字」みたいなものがあれ

ば順を追って教えられるのに、川柳って技法がまだ名づけ

られていないんですよね。だから句をいっぱい読んで分類

して、みたいなことをすればよいのだけど、まだやれていない。
 そこは難しいですね。暮田さんはこれからさらに下の世

代の人たちに川柳を広める役割を負うことが多くなると思います

が、そのためには創作を明文化しないといけない。でもそのことで

レールが敷かれて、それは果たして創作になるのかという矛盾が生

まれる。

暮田 中学校で教える仕事をいただいたときに、いちお

う通り一遍の説明はしたんですけど、実際に書いてみると、

どうしても社会でイメージ化された川柳になってしまう。ある

時期以降は本当に好きに書いてくださいという感じでいい

としても、とりあえず最初は、川柳に関する固定観念を丁

寧に外していく作業が必要になると思いました。
 固定観念ってありますよね。私も小学校に教えに行く機

会がありますが、やっぱりもう4年生くらいで、青い空＝白い雲みた

いな公式ができている。それはどう壊したらいいのでしょうね。

暮田 川柳の場合は本当に、「どうダジャレにするか」

というレベルの思い込みなので、「ダジャレじゃなくていい

んだよ」と。自分の生活と関係ない、好きな言葉を使って

いいんだよとか、そういうのを逐一やっていくしかないかもし

れません。青い空�¹白い雲とかには、既視感のある表現

をやめろ！ と言って（笑）。

  「川柳は何でもありの五七五」という句を渡辺隆

夫という人が作っていたり、川柳はわりとなんでもありだとは

言われているんです。でもやっぱりサラリーマン川柳なん

かを見ていると、あっちを「おもしろ五七五」とかにして自分

たちが書いている川柳の領域を守りたいみたいなこと、た

まに思ったりもします。
 新世代の川柳人と言われるのはどうですか？

暮田 それはもうどうしようもないというか。実際、同世代

の川柳人が山ほどいるわけではないですし。25歳って短

歌や俳句だと別に新世代ではないですよね。でも川柳は

40代や50代が若手と言われる世界なので、4～5年前

は、私はあと15年ぐらい最若手と言われるんだろうなと思っ

ていました。今は同世代も増えてきたので、そう思ってはい

ないんですけど。ただ、やっぱり短歌とかだと、すごく才能

があるのに賞で認められなくてみたいな人をいっぱい見

るので、私の場合、単純に川柳の競技人口の少なさで

取り上げていただいて、それは運がよかったなと思います。

実際すごくちやほやされるので、嫌な思いはしていません。
 いい面も、そうでない面も、期待されているゆえですね。

でもなにより暮田さんが楽しい気持ちでいられる創作活動を続けてく

ださいね。私もそのファンの1人です。今日はありがとうございました。
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2016年度
法律 池見祥加 早稲田大学大学院

 磯部勇太 一橋大学法科大学院

 江橋俊祐 中央大学

 小椋智子 中央大学

 尾崎友哉 一橋大学法科大学院

 北見拓也 中央大学法科大学院

 小山彰弘 日本大学大学院

 松村光泰 中央大学法科大学院

 森田新司 立教大学大学院

 
 
 
2017年度
法律 佐藤菜都季 早稲田大学法科大学院

 長橋佑太朗 中央大学法科大学院

 原 直哉 東京大学法科大学院

建築 岩本早代 東京藝術大学大学院

 大島 碧 東京大学大学院

 奥泉理佐子 東京藝術大学大学院

 楠元彩乃 横浜国立大学大学院

 齋藤直紀 慶應義塾大学大学院

 澤野堅太郎 工学院大学大学院

 高藤万葉 日本女子大学大学院

 常松祐介 東京大学大学院

 寺田慎平 東京大学大学院

 水越俊宇 筑波大学大学院

 山田陽平 武蔵野美術大学大学院

 山本晃大 東京工業大学環境・社会理工学院

 
 
 
2018年度
建築 稲永匠悟 東京工業大学環境・社会理工学院

 岩本早代 東京藝術大学大学院

 奥泉理佐子 東京藝術大学大学院

 楠元彩乃 横浜国立大学大学院

 久米雄志 横浜国立大学大学院

 齋藤直紀 慶應義塾大学大学院

 杉崎広空 筑波大学

 常松祐介 東京大学大学院

 殿前莉世 東京藝術大学大学院

 根本昌汰 東京工業大学環境・社会理工学院

 橋本吉史 東京大学大学院

 福留 愛 横浜国立大学大学院

 山田陽平 武蔵野美術大学大学院

 楊 光耀 東京大学大学院

デザイン・工芸美術 大井直人 筑波大学大学院

2018年度後期
デザイン・工芸美術 赤澤雛子 東京藝術大学大学院

 石田一帆 東京藝術大学大学院

 大江 絵 東京藝術大学大学院

医学 吉田健太郎 東京慈恵会医科大学

学生起業家 西村宇貴 慶應義塾大学医学部

若手建築家 小滝健司 OAD／小滝健司建築設計

 鴻野吉宏 futuretank architects
 鈴木岳彦 鈴木岳彦建築設計事務所

若手弁護士 大江弘之 奥・片山・佐藤法律事務所

 野澤政伸 桝實法律事務所

 
 
 
2019年度
建築 稲永匠悟 東京工業大学環境・社会理工学院

 岩本早代 東京藝術大学大学院

 久米雄志 横浜国立大学大学院

 齋藤直紀 慶應義塾大学大学院

 杉崎広空 東京工業大学環境・社会理工学院

 鶴田 航 東京藝術大学大学院

 殿前莉世 東京藝術大学大学院

 西川幸希 東京工業大学環境・社会理工学院

 橋本吉史 東京大学大学院

 花田 昌 東京工業大学環境・社会理工学院

 福留 愛 横浜国立大学大学院

 楊 光耀 東京大学大学院

 両川厚輝 東京大学大学院

デザイン・工芸美術 今井貴絵 東京藝術大学大学院

 大小田万侑子 東京藝術大学大学院

 高本夏実 東京藝術大学大学院

 若田勇輔 東京藝術大学大学院

医学 西垣颯一郎 慶應義塾大学

口語詩句 阿部圭吾 早稲田大学文化構想学部

 石井奈津希 星野学園星野高等学校

 亀山真実 早稲田大学社会科学部

 佐々木亜希 宮城県石巻高等学校

 佐藤 廉 東北大学理学部

 林 稜 東京大学大学院総合文化研究科

 宮口紗久野 広島県立広島国泰寺高等学校

 村上陽香 立命館慶祥高等学校

 森山ひかる 浦安市立浦安中学校

研修医 吉田健太郎 沖縄県立中部病院

2019年度後期
デザイン・工芸美術 遠藤文香 東京藝術大学大学院

 大谷陽一郎 東京藝術大学大学院

 丸山さとわ 東京造形大学

若手弁護士 大江弘之 奥・片山・佐藤法律事務所

 
 
 
2020年度  
建築 厚見 慶 筑波大学大学院

 石田康平 東京大学大学院

 伊藤 健 東京藝術大学大学院

 小野正也 横浜国立大学大学院

 下田悠太 東京大学大学院

 杉崎広空 東京工業大学環境・社会理工学院

 鈴木遼太 明治大学大学院

 橋本吉史 東京大学大学院

 花田 昌 東京工業大学環境・社会理工学院

 藤田 悠 東京工業大学環境・社会理工学院

 山田寛太 東京藝術大学大学院

デザイン・工芸美術 大小田万侑子 東京藝術大学大学院

 高本夏実 東京藝術大学大学院

 城山みなみ 東京藝術大学大学院

 高井 碧 東京藝術大学大学院

 皆川百合 東京藝術大学大学院

 歴代奨学生一覧
所属は奨学生当時
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医学 大野竜暉 順天堂大学

 佐野恭平 千葉大学

口語詩句 青野椰子 桜美林大学グローバル 
  コミュニケーション学群

 阿部圭吾 早稲田大学文化構想学部

 綾部花奈 早稲田大学大学院文学研究科

 奥村俊哉 東北大学理学部

 金澤春栞 二松学舎大学文学部

 亀山真実 早稲田大学社会科学部

 郡司和斗 二松学舎大学国際政治経済学部

 鈴木浩介 国際基督教大学教養学部

 田中里奈 慶應義塾大学環境情報学部

 辻 在穂 京都大学文学部

 長谷川瑶太 宮城県古川高等学校

 林 佑 北海道教育大学教育学部

 眞鍋せいら 東京大学大学院学際情報学府

 宮口紗久野 広島県立広島国泰寺高等学校

 村井香音 同志社大学文学部

 村上陽香 立命館慶祥高等学校

2020年度後期
デザイン・工芸美術 遠藤文香 東京藝術大学大学院

 丸山さとわ 東京造形大学

 
 
 
2021年度
建築 稲坂まりな 早稲田大学大学院

 小野正也 横浜国立大学大学院

 杉崎広空 東京工業大学環境・社会理工学院

 鶴川留美 横浜国立大学大学院

 中尾直暉 早稲田大学大学院

 橋本吉史 東京大学大学院

 平田 柳 東京理科大学大学院

 古園さわ 東京大学大学院

 守本愛弓 京都工芸繊維大学

 山下耕生 早稲田大学大学院

 山田寛太 東京藝術大学大学院

 両川厚輝 東京大学大学院

デザイン・工芸美術 高本夏実 東京藝術大学大学院

 小山莉瑛子 筑波大学大学院

 高井 碧 東京藝術大学大学院

 皆川百合 東京藝術大学大学院

医学 石川菜々子 東京医科歯科大学

 中原 楊 慶應義塾大学

 松川紘之 順天堂大学

口語詩句 青木雅史 埼玉大学教養学部

 綾部花奈 早稲田大学大学院文学研究科

 伊藤万由子 名古屋工業大学工学部

 奥村俊哉 東北大学理学部

 小島涼我 早稲田大学文学部

 佐藤 陸 東京理科大学理学部

 白野実悠 新潟大学人文学部

 辻 在穂 京都大学文学部

 西本友亜 京都工芸繊維大学工芸科学部

 花澤希海 法政大学文学部

 平間悠之介 愛知県立昭和高等学校

 細村星一郎 慶應義塾大学文学部

 村上陽香 東京大学文科三類

 森山ひかる 東京藝術大学音楽学部附属 
  音楽高等学校

 四塚麻衣 名古屋大学大学院理学研究科

 渡邉美愛 愛知県立旭丘高等学校

 
 
 
2022年度
建築 梅原千夏子 工学院大学大学院

 小川裕太郎 早稲田大学大学院

 勝野楓未 東京大学大学院

 北垣直輝 京都大学大学院

 櫻井悠樹 早稲田大学大学院

 杉崎広空 東京工業大学環境・社会理工学院

 曽根 巽 東京工業大学環境・社会理工学院

 鶴田 航 東京藝術大学大学院

 中村太一 東京大学大学院

 西本 光 東京藝術大学大学院

 橋本吉史 東京大学大学院

 宮西夏里武 信州大学大学院

 両川厚輝 東京大学大学院

デザイン・工芸美術 岡田江里菜 多摩美術大学大学院

 菊池虎十 東京藝術大学大学院

 松村大地 京都工芸繊維大学

医学 木島優美 東京医科歯科大学

 田邉 翼 大阪大学

 田原沙絵子 筑波大学

口語詩句 伊藤万由子 名古屋工業大学大学院工学研究科

 大橋弘典 北海道大学文学部

 小笠原風花 武庫川女子大学文学部

 奥村俊哉 東北大学理学部

 折田日々希 東京電機大学 
  システムデザイン工学部

 栫伸太郎 東京大学文学部

 清水将也 北海道大学法学部

 白野実悠 新潟大学人文学部

 関 朱夏 日本女子大学大学院文学研究科

 豊冨瑞歩 筑波大学情報学群

 中矢 温 東京大学大学院総合文化研究科

 平間悠之介 愛知県立昭和高等学校

 松下誠一 東京電機大学工学部

 森山ひかる 東京藝術大学音楽学部附属 
  音楽高等学校

 吉沢美香 東北学院大学工学部

 吉冨快斗 立教大学現代心理学部
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